
1. マーケット・レート
6月4日 6月5日 6月6日 6月7日 6月8日 Net Chg

USD/BRL Spot 3.7460 3.8090 3.8510 3.9070 3.7080 -0.1990
BRL/JPY Spot 29.31 28.83 28.61 28.08 29.54 +1.46
EUR/USD Spot 1.1698 1.1714 1.1775 1.1800 1.1769 -0.0031
USD/JPY Spot 109.79 109.82 110.18 109.70 109.55 -0.15

6MTH(p.a.) 6.658 6.865 7.034 7.499 7.178 -0.321
1Year(p.a.) 7.088 7.335 7.524 7.573 8.045 0.472
6MTH(p.a.) 3.643 3.745 3.756 3.784 3.923 +0.139
1Year(p.a.) 4.037 4.039 4.126 4.185 4.376 +0.191

株式 78,596.06 76,641.75 76,117.25 73,851.50 72,942.07 -909.43

CDS 231.66 236.47 244.67 254.27 251.20 -3.07

商品 198.862 199.186 199.013 199.486 200.038 +0.552

* これらはｲﾝﾀｰﾊﾞﾝｸ市場等におけるﾌﾞﾗｼﾞﾙ市場終了時のｲﾝﾃﾞｨｹｰｼｮﾝです。実際のﾚｰﾄ提示は弊行担当ｱｶｳﾝﾄ･ｵﾌｨｻｰまでお問い合わせ下さい。

2.週間市況 、トピックス

3.今週のチャート＆ハイライト

出所：Bloomberg
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伯中銀はレアル安を受けてドル売り介入を拡大

今週に入り、伯中銀はレアル安進行を受けて追加のドル売り

入札を行った。現在行っている1日あたり7.5億ドルの入札に

加え、5日に15億ドル（約11億ドルが落札）、7日に20億ドル、

8日に30億ドルと合計で61億ドル相当のドル売り介入を実

施。これを受けてレアルは週末にかけて3.70台まで反発し

た。ゴールドファイン中銀総裁は介入の規模拡大を示してお

り、当局は来週末にかけて残り170億ドルのドル売り介入を

実施すると見られている。現在行っているドル売りスワップ介

入の足許の残高は約417億ドル。2015～2016年のレアル下

落時には約1,100億ドルまで残高を拡大させたことから、当

局は引き続き介入を継続する可能性が高い。
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• 今週のレアルは2016年3月以来となる3.96台まで下落するも、伯中銀の介入を受けて3.70台まで反発。
• 週初のレアルは週間高値3.7660で寄り付いた。先週末の堅調な米雇用統計やイタリアの政局混乱が緩和したこと等を受けて

リスク回避の動きが後退。週初のレアルは小幅に上昇したが、引き続き国内大統領選を巡る不透明感や物流ストによる悪影
響が懸念される中で下落に転じた。伯中銀が追加のドル売り介入を実施するも、損失確定のレアル売りを巻き込みながら連日
で直近の安値を更新し、週間安値3.9650まで下げた。その後、8日に伯中銀がドル売り介入の規模を拡大するとレアルは3.70
台まで反発。週間高値3.7010を付け、結局3.7080で越週した。

• 4日発表されたブラジル中銀によるアナリスト予想集計では、経済成長率予想は2018年が2.37%から2.18%へ大幅に下方修
正され、2019年は3.00%で据え置かれた。インフレ率予想は2018年が3.60%から3.65%、2019年は4.00%から4.01%へ上方
修正。年末の為替レートは2018年が3.48から3.50、2019年は3.47から3.50へレアル安方向に修正された。

• 5日、大統領選挙に関する世論調査が発表され、現候補者の中で市場に好感されている中道のアルキミン元サンパウロ州知
事が引続き劣勢となる結果が示された。市場はこれを嫌気し、レアル及び国内株式市場は軟調に推移した。

• 8日に発表された5月の伯インフレ指数(IPCA)は前年比+2.86%と予想の+2.76%を上回った。電気料金や運送費の上昇が主
な要因で前月より上昇したが、伯中銀・財務省が設定する目標レンジ（3.0-6.0%）の下限は11ヵ月連続で下回った。但し、5月
下旬よりブラジル全土で行われているトラック運転手によるストライキを受け、商品の供給が滞ったことによる影響から次回以
降の結果は上昇圧力が高まることが予想される。
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伯中銀によるドル売りスワップポジション

（単位：10億ドル）
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4.来週の為替市場注目点

予想ドル・レアル相場レンジ：3.65－3.75

国 予想 実績 前回

ブラジル FGV CPI IPC-S 0.71% 0.70% 0.41%

ブラジル IBGEｲﾝﾌﾚIPCA(前月比) 0.29% 0.40% 0.22%

ブラジル IBGEｲﾝﾌﾚ率IPCA(前年比) 2.74% 2.86% 2.76%

米 卸売在庫(前月比) 0.0% -- 0.0%

6.来週発表される主要経済指標

国 日付 期間 予想 前回

ブラジル 6/11 FIPE CPI-週次 Jun/7 0.06% 0.01%

ブラジル 6/11 貿易収支(週次) Jun/10 -- 548.0

米 6/12 NFIB中小企業楽観指数 May 105.0 104.8

米 6/12 CPI(前年比) May 2.7% 2.5%

ブラジル 6/13 小売売上高(前月比) Apr -- 0.3%

ブラジル 6/13 小売売上高(前年比) Apr -- 6.5%

米 6/13 PPI 最終需要(前月比) May 0.3% 0.1%

米 6/13 FOMC政策金利(上限) Jun/13 2.00% 1.75%

米 6/13 FOMC政策金利(下限) Jun/13 1.75% 1.50%

ブラジル 6/14 FGVｲﾝﾌﾚ率IGP-10(前月比) Jun -- 1.1%

ブラジル 6/14 IBGEｻｰﾋﾞｽ部門売上高 前年比 Apr -- -0.8%

米 6/14 小売売上高速報(前月比) May 0.4% 0.3%

米 6/14 新規失業保険申請件数 Jun/9 222k 222k

米 6/14 失業保険継続受給者数 Jun/2 -- 1741k

米 6/15 鉱工業生産(前月比) May 0.3% 0.7%

5.本日の主要経済指標 
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来週のレアルは揉み合う展開を予想する。来週は12日‐13日に米FOMC、14日にECB理事会と国外で重要イベントを控える中、週を

通してリスクを取りづらい状況が続く。FOMCでは0.25%の利上げが実施される見込み。声明文でタカ派の内容が示された場合のド

ル高進行が懸念される一方、伯中銀はレアル相場の安定化のためにドル売り介入を拡大していく姿勢を示している。来週末にか

けて残り170億ドルのドル売り介入を追加で行う見込みであり、これがレアルの下値を支えよう。


